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反調動物ラクトフェリンのN末端領域

アミノ酸配列の類似性について
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摘要

3種類の反努動物の初乳から得られたラクトフェリン白N末端領域のアミノ酸配列を決定し相

互の類似性を検討した。決定されたアミノ酸配列は， N末端からヤギ19残基 (APRKNVRWX
AISLPEWSKX)，ヒツジ26残基 (APRKNVRWXAISPPEGSKXYEQQWRM)，ウシ29残
基 (APRKNVRWCAISPPEGSKRYQWQKKMRRM)である。これら3種類の反努動物聞
での類似性は，これまでに報告された他の動物間(ヒト，サJv.ウマ，マウスおよびプタ〕のも

白よりいずれも高かったが，ウマとの類似性が比較的高いことが注目された。
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緒 盲

ラクトフェリンは， ヒトを含む晴乳動物の乳汁や

涙，唾液，胆汁などの各種分秘液に存在する鉄結合

能をもっタンパク質で，静菌作用や補体系白調節作

用などが知られている1O}，13)。さらに， タンパク質

化学的な研究からは， ヒトや牛においてはcDNA
の塩基配列やタンパク質白エドマン分解から全一次

構造が決定されている 7830 ヒトのラクトフ z リン

は， N末端領域に4残基アルギニンが連続し，他の

動物とは異なる配列を示す。また，乳汁中国ラクト

フェリン濃度はヒトと牛で異なり，初乳においてヒ

トは牛の5-6倍の含有量を示す'"'。このようにラ

クトフェリンは，一次構造や乳汁中での含有量に動

物聞で差がみられる。そこで，今回は， 3種類自反

努動物の初乳から得られたラクトフェリン白N末端

領域のアミノ酸配列を決定し相互の類似性を検討し

た。さらに，これまでに報告されている各種動物で

の結果とも比較を行った。
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材料および方法

牛，羊および山羊の初乳は，帯広畜産大学付属農

場において飼育されている動物から得られたもので

ある。ラクトフェリンの精製は，主にイオン交換お

よびアフィニティカラムクロマトグラフィ で行っ

たトゆ。得られたラクトフェリンの精製度は， SDS 
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